
29. 南九州しらす台地

29-1.大隅半島

(1) 地形・地質
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大隅半島は中央部に広がるしらす台地によって特徴づけられる。しらす台地は，主として約
あいら

2.2万年前に鹿児島湾奥部に位置する姶良カノレデラからl噴出した大隅軽石流凝灰岩*(7)によって梢
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図 2-9-127 大隅半島水文地質図(大隅降下l懐石等層厚線 (m))
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本層は地域により種々のローカノレネームが付けられているが，屑位学的には入戸火砕流堆積物(6)，亀割

坂角磯層(6)，要屋火砕流堆積物を包含する ものである。
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成されているが，その下位には，これより古期に堆積した多数の火砕流堆積物が伏在する。その

岩相はしらすと呼ばれる未固結で浸食されやすい軽石賀凝灰岩から竪硬な溶結凝灰岩まで種々の

硬さのものがあり，風化の程度もさまざまである。

大隅半島のしらす地帯には，これらの火砕流堆積物や降下軽石から湧出する多数の湧水が存在

する。これらの湧水は水田や農家の飲雑用水源として古来から利用されてきた。また，深層の地

下水開発が しらす台地や霧島山の周辺で最近行われるようになった。

湧水の実態調査や試掘調査などの水文地質的な諸調査および火砕流堆積物の腐序，層相， 分布

などの研究の進展とともに，火砕流堆積物の溶結や風化程度の差異ーが水文地質的性質と密接に関

係し， しらす台地における地下水の賦存形態に大きな影響を与えることがわかってきた。

大隅半島には，半島の中央部から志布志湾にかけて広大なしらす台地があり，その西側，東側

および半島南部に，中生代の四万ト累層群，第三紀の日南層群および宮崎層群の堆積岩類や花向

岩などの山地がある。それらの山地内にも小規模なしらす台地が散在する。しらす台地は北部で

都城盆地へと続き， さらに，活火山である霧島火山に至る。 霧島お よび桜島火山以外の山地を構

成する地層は，いずれも水文地質的には不透水性基盤とみなせる。

大隅半島周辺で最も広範囲に分布するのは大隅軽石流凝灰岩で、ある(図 2-9-127)。これは未固

結のしらす(4) 浴結の進んだ溶結凝灰岩，その中間的性質を有する固結しらす(りなどのいろいろ

な岩相を呈し，他の古い火砕流堆積物を覆っている。本層の最も卓越する地域は半島中央部のし

らす台地である(図 2-9-127のCー CヘD-D"断面〉。

本層は， r噴出源の姶良カノレデラに近いところでは，全層準にわたりしらすからなるが，カノレデ

ラから離れるにつれ溶結凝灰岩が下部にみられるようになり ， さらに， カルデラから遠く離れ，

安楽川|付近に至ると， しらすよりも溶結凝灰岩の方が厚くなるという岩相変化の特徴を有する。

最も本層の堆積時の層厚が薄かったところでは，カノレデラからの距離と無関係に全層準が非溶結

である。

大隅軽石流凝灰岩より古期に噴出した火砕流堆積物は多いが，広範囲に分布するものとして，
あ た

鹿児島湾口の阿多カルデラからI噴出した阿多軽石流凝灰岩(7)および霧島火山付近の加久藤カノレデ

ラから噴出した加久藤軽石流凝灰岩(7)があり，それぞれの噴出源を中心に広域的に分布する。

阿多軽石流凝灰岩は，大隅半島南部においては，花商岩や日商層群からなる山地の谷聞を埋め

た緩い丘陵を形成する。大根占町など鹿児島湾沿いの一部の地域では， しらすとして存在するも

のの，大部分の地域では溶結凝灰岩からなる。噴出源の阿多カルデラから離れ，大隅半島中部に

近づくと，本層は大隅軽石流凝灰岩に桓われ，串良川などのしらす台地を刻む深い谷底に露出す

るようになる〈図 2-9-128D-D'断面〉。

カ日三久藤軽石流凝灰岩は，霧島山の北方では直接地表に露出し，標高 300-400m 程度の急峻な

山地を形成する (A'-A"断面〉。本腐は溶結の進んだ竪硬な溶結凝灰岩で構成される。 l噴出源の

加久藤カノレデラから離れ，鹿児島湾に近づく と，本層は大隅11霊石流凝灰岩の下位に潜ってしまい，

しらす台地を刻む谷の谷底付近に顔を出すくB-B'断面〉。さ らに，南部に移行すると谷底に もみ

られず，ポーリングや作井によってその存在が認めれるようになる (C'-C"断面〉。

これら 3単元の1lffi石流凝灰岩はいず、れも石英安山岩質であり，岩石学的には区分しにくいが，
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裕結凝灰岩中に発達する節理面の風化の程度に着 目すれば区分が可能となる。最も新期の大隅軽

石流凝灰岩はまったく風化しておらず，オープンクラックとな っている。阿多軽石流凝灰岩は節

理面に沿ってわずかながら風化帯がある。最も古期の加久藤il竪石流凝灰岩はiWi理面に沿って， 111&¥ 

3 ~ 4cm程度風化に よって変色し，節理の間隙が風化生成物の粘性土によって埋められている。

溶結凝灰岩の風化程度のこの差異は，後述するように，透水性の著しい差となって現われるため，
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火砕流堆積物の分布とその層序を明 らかにする こと が，地下水開発上きわめて重要となる。

上記の 3単元の大規模な軽石流凝灰岩以外に も，火砕流堆積物が存在するが，いずれもきわめ

て小規模で，それぞれ独立した狭い地域を占め，すべて大隅軽石流凝灰岩に覆われている。

しらす台地をつくる火砕流堆積物の約 70%は大隅軽石流凝灰岩であ って，これと他の 1種類

の火砕流堆積物の 2層構造となっている地域が大部分であるため，大隅軽石流凝灰岩の下限を現

地で指摘することが層位学的に重要となる。 幸い，大隅軽石流凝灰岩の直下に は， 大隅降下iIi~

石(7)が存在し， これが貴重な鍵層となる。大隅降下軽石は，荒いよく淘汰された軽石粒が層状に

堆積したノレーズな地層であって，透水性がきわめて大きく ，地下水面下に本層が 2-3m以上存

在するところでは，多量の被圧地下水が得られる。このため，水文地質的には貴重な存在である。

その等層厚線を水文地質図に示した (図 2-9-127)。
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図2-9-129 しらす地帯における湧水のタイプ

(2) 地下水

大隅半島には天恵の豊富な湧水がある。

水文地質図に示した範囲内の湧水の総数

は 1，592ヵ所で，湧出量 の合計は 43.9

m3/sに達する。これらの湧水は，水文

地質学上の特徴から， 7種類のタイプに

区分できる (図2-9-129)。

a，b， gは裂か水で、あって，a， bは溶

結凝灰岩 gは霧島火山の溶岩から湧出

するものである。 aとbの相違は被圧 し

ているか否かによっている。 aは，浴結

凝灰岩中のオ ープンク ラァクから士山下水

が流れ落ちる もので，不圧地下水が谷間

に顔を出すものである。 bは，大隅軽石

流凝灰岩の分布する谷間であって，下位

の大隅降下軽石の層厚が比較的厚い地域

に多数みられる もので，降下軽石やその

下位の砂磯層 中の被圧地下水が溶結凝灰

岩中の節理を通り ，地表に惨み出すタ イ

プである。 この場合，賦圧層の役割をに

なう地層は溶結凝灰岩とその下部の非溶

結部のしらすとの漸移帯を形成する固結

しらすである。固結しらすは， しらすよりかなり綿密であるが，粒子間隙に乏し く， また，t容結

凝灰岩のようにオ ープンクラックが発達するわけでもないため難透水性であり，賦圧層の役割を

果たす。 bタイ 7・の湧水は，固結しらす中にまれに存在する亀裂を通過した被圧地下水が前述の

過程をへて地表へ漏水するものである。

aタイプは主に阿多経石流凝灰岩の分布する半島南部に， bタイプは主に志布志湾に流入する
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菱田川や安楽川の河床沿いに gタイプは霧島火山内に分布する。 これらのタイプの湧水の個所

数は 253で全体の 16%を， 湧出量は 12.2m3/sで全体の 28%を占める。務島火山地域に大規模

な湧水が多いため，数の割に湧出量が多い。

これら 3 タイプ以外の湧水はしらすと降下軽石に関係するもので，イI~I所数も湧出量も裂か7J( よ

りはるかに多い。

Cタイフ。は大隅降下軽石から湧出するもので， 下位層の旧風伯椛が制限床と なっている。この

タイフ.は大隅降下軽石が現河床より高いところに堆積し，かつ届厚も大きい鹿屋市以南に多 く，

下位に阿多軽石流凝灰岩の存在することが多い。

dタイプはしらすと団結しらすの漸移的境界付近から湧出するもので，難透水性の固結し らす

が制限床となっている。湧出口はトンネノレのような空洞とな っているものが多く，それらはしら

すがパイピングによって崩れ，その穴が浸食や天井の崩落により j広大したものである。このタイ

プは主に大隅軽石流凝灰婦の分布地域に存在する。

fタイプも しらすの下限から湧出するが，制限床は粘土層や下位の他の11珪石流凝灰岩などしら

すとは異なる単元の地層である。

eタイプはしらすの谷間にみられる湧水で，地下水面が谷氏より高いため，制限床の有無とは

関係なく谷聞から湧出するものである。これも大隅軽石流凝灰岩の分布地域に多く， しらす台地

を刻む谷の谷頭付近に存在する。

溶結凝灰岩から流出する湧水の大部分は大隅軽石流凝灰岩の分布地域内にあり，カ日久藤駿石流

凝灰岩中の湧水は 5ヵ所発見できるのみで 1カ所当りの湧出量も l-l.Sl/s程度に過ぎない。

阿多軽石流凝灰岩中には，かなり湧水が存在するが，規模も数も大隅経石流凝灰岩中のそれの数

分の 1程度である。

この著しい差異は浴結凝灰岩中に発達する節理面の風化の程度と溶結の程度の差異に基づくも

のである。前述のように，加久藤軽石流凝灰岩は， 溶結の程度が高く，冷却~í'î理が発達するが，

節理面沿いの風化が著しく間隙に風化生成物の粘性土が充填し，それが深層に及んでいるため裂

か水が通過しにくい。阿多軽石流凝灰岩は，強く溶結するものもあるが，大部分は弱溶結である

ため冷却節理に乏しく ，節理面に沿って少 しではあるが風化している。

しらすから湧出する湧水のほとんどは大隅軽石流凝灰岩に属するしらすに関係する。カ日=久藤軽

石流凝灰岩はしらすを伴わず，阿多軽石流凝灰岩も阿多カノレデラ近辺のごく狭少な地域以外では

しらすを伴わない。なお，これら 3単元以外の火砕流堆積物として，国分市付近，加久藤盆地内，

野尻町付近などに小規模な軽石流凝灰岩があって，それぞれしらすを伴うかあるいはしらすのみ

からなるが，いずれも大隅軽石流凝灰岩や湖沼性堆積物に覆われ，湧水はこれらの上位層中に存

在する。大隅軽石流凝灰岩に属するしらすは，ご く表層部を除いてまったく風化しておらず，未

団結で空隙に富み，地下水の浸透，排出が容易である。

湧7.1<の観察に基づく各地層や岩石の水文地質的性質の考察結果は，大隅半島における地下水の

新規開発を行う場合にきわめて役立つことになる。 この視点から地下水開発の見通しを概観する

と次のとおりである。

嘉島火山北部の加久藤軽石流凝灰岩の卓越する地域では， A'-A"断面に示すよ うに，同居に
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表 2-9-29 i怪石流凝灰岩の水文地質的特徴

地層名|宕石名 l透水性|邸側 ω| 備 考
I I 111/S 

大隅怪石流凝灰岩 し ら す 透水層 1 10-;_10 図粁i度が増すほど透水係数

は小さくなる。

固…|
|自由比lT7.kの命嚇被圧

地下水のがl圧庖となる。

浴結凝灰岩|透水屑|…-6

(裂か水)
|節理…化相 ーフン
クラックとなっている。

大隅降下軽石 降下 11竪石 透水屑 10-4 庖厚の厚い地域ほど粒度が

荒くなり，透水係数も大き

くなる。

阿多11霊石流凝灰岩 団結しらす 総透水~ 10-6_10-7 カノレデラから速く離れた地

不透水屑 域のものは細粒で不透水屑

i容結凝灰岩 透水厨 10-6 節理面に沿って少し風化し

(裂か水〉 ている。

加久藤軽石流凝灰岩 i容結凝灰岩-
透水層 10-6_10-8 節理函は風化し，粘土がつ

(裂か水〉 まっていることが多し ー

~不透水屑 般に刻tiib.k-不透水層，

500 1113/d程度の採水に成

功した例もある。

属する厚い溶結凝灰岩が主体を占めるため地下水開発はかなり困難である。

霧島火山の西部は大隅駿石流凝灰岩が台地を広く担うものの， B-B'断面の西側の部分のよう

に，加久藤軽石流凝灰岩が谷間に顔を出す地域では，大隅i懐石流凝灰岩の層厚は簿く， しかも溶

結部を伴わないため，多量の地下水開発は望めない。 B-B'断面の薪島火山寄りの部分のように，

加久藤軽石流凝灰岩の上商標高が低く，厚い大隅軽石流凝灰岩の存在する地域は地下水開発の適

地となっている。 4号試掘チ|ーは， B-B'I新聞に示すように，大隅経石流凝灰岩と加久藤軽石流凝

灰岩の両層を貫いており，両厨の務結凝灰岩の部分にスクリ ーンを設けているが，両スク リーン

のにl'聞に流量計をセッ トして揚水試験を実施したと ころ，揚水量 1，226m
3
/c1の時，下部のかl久藤

軽石流凝灰岩のスクリーンからの流入量は 80m
3
/c1以下に過ぎず，上位の大隅軽石流凝灰宕から

多量の地下水を得ていることがわかった。

大隅半島の中央部は， C-C"断面に示すように，大IIsjil竪石流凝灰岩が広大なしらす台地を形成

し，その下位に存在する大隅降下盤石の層厚は，7.1<文地質図に示すように， ところ:によって 5m

を超える。そのため地下水開発には適しており ，2号試掘井で 1，100m3
/c1， 1号試掘井では 2，000

m
3
/c1の揚水に成功している。しかし， この地域において過度の揚水を行う と湧水の減少するお

そオ乞治まある。

志布志?寄付近まで南下すると，阿多軽石流凝灰岩が谷間に顔を出す (D-D"断面〉。大隅11墜石流

凝灰岩も厚いが，両者の聞の大隅降下軽石が最も厚くなるため，地下水開発の適地であり ，鹿屋市

の 3号試掘井では，これら両屈の庖j享は 60111に過ぎないのに 1，300m3
/c1の揚水に成功している。
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これよりさらに南下する と， 阿多 jl~石流凝灰岩の卓越地域になる。大隅降下軽石の周厚は，南

下するにつれ薄くなるうえ，地下水面より上位に位置する ことが多くなるため，透水係数の lオ

ーダー小さい阿多軽石流凝灰岩中の地下水を主対象とせさ、るを得ず，南へ移行するほど不利にな

る。

各地域の水文地質をより詳細にみると ，たとえば，阿多軽石流凝灰岩の下位に被圧地下水を含

む砂磯層が存在したり ，カ日久藤軽石流擬灰岩を刻む深い谷聞に大隅盤石流凝灰岩が厚く堆積し，

良好な;潜水屈を形成するなどの有利な条件が潜在する揚合がある。逆に，一見して大隅軽石流獄

灰岩が厚そうにみえる広大なしらす台地の下位に四万十累層群の潜丘があって，士山下水面に達す

る前に岩着するなど不利な条件 も存在する。南九州し らす地帯の 5万分の 171<文士山賀図から， こ

れらの諸条件 をかなり多 く読み とること ができる。

(菅原利夫〉

参考 文 献

( 1) 九州成政局南九州地域総合開発調査事務所 (1974):南九州シ ラス地帯の水源開発，同付図 1/5万水

辺地質図 16葉

(2) 菅原利夫 (1974):南九州シラス地帯の水源開発 (演旨)，応用地質，Vo1. 15， NO.1 

(3) 庄子貞雄 ・菅原利夫 ・小林進介 (1977) 南九州、|の軽石流凝灰岩の強磁性鉱物の化学組成と噴出源と

の関係について，岩石鉱物鉱床学会誌 Vo1. 72， No. 3 

(4) 籾倉克幹 ・菅原利夫 (1979):災害対策の側面から見た地山 しらすの判別分類基準，土質工学会しら

す基俗化 シンポジウム発表論文集

(5) 菅原利夫 (1973):大隅降下軽石層の層相と分布について，日本地質学会第80年学術大会講演要旨

(6) 荒牧丞ー雄 (1969)・鹿児島県国分市周辺の火砕流堆積物，地質学会誌 Vo1.85 

(7) 菅原利夫 (1986):南九州東部の更新世盤石流凝灰岩の層位学的研究，北村信教授記念論文集， p. 

427~ 451 

29-2. 国分・加治木台地

(1) 地形・地質

国分 ・ 加治木台地は，北東部を寂島火山の山麓部〈楳高 300~400 m)，東側を四万十累層群から

表 2-9-30 十三塚原地域の層序表 (銘木ら (4)による〉

地質時代 | 地質区分 |関係

沖積層

現 世 |火 山灰層
河岸段丘磯厨
“二次しらす"

更新世

岩
層
灰

〉

〉

〉

互

凝

縮

結

締

結

結

結

岩

岩

色

溶

溶

浴

泥

灰

非

弱

溶

溶

弱

溶

緑

f
J
l
(
(
(

岩
状

流

流

流

流

・

類

磯

砂

塊

石
層
石
石
石
層
一
岩
f
j
l

軽

軽

軽

E

一
山

層

良

良

里

山
山
良

一

安

土

福

久

木

川

一
期

4
J

中

姶

地

表
新
姶
一
新
国

I ~不整合

更新↑並

鮮悲Ii世

~不整合
~フド整合
~不整合

・， ~不整合
投入

鮮新世| 旧期安山岩類
， ~不整合
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区ヨ 旧腕山岩類 ED却i安山岩類

t主主主1 国分庖(塊状線灰色 斤~ー言 凝灰岩)幽 桁 11軽石流
国分屑(泥岩および 一ーーーー

泥岩 ・砂岩互層)

監雪 国分層(献) [[[囚 茨木山軽石流

50o 0lkm  

鐙璽f山軽石流

Eヨ 姶良府

~ ~〆/~ 中福良野:石流
ピ~(非溶結部)

区ヨ階段丘砂蜘

~中福良軽石流(鮒部) 仁コ 沖積層
図 2-9-130 卜三塚原地域の地質図

(露木ら(.)による〕
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;出~ 促三号JWJ空 f竺戸司叫玄中二ニι一

ケτ茄l OOOm

図 2-9-131 地質断面図 (露木ら{叫による〉

びんでん しらが

なる標高 540-600mの瓶韮山や白鹿岳，西側を旧期安山岩類などからなる標高 650-700mの長

尾山や国見岳からなる山地で限られている。これらの山地に取 り固まれた標高 200-300 m 以下

の台地は姶良火砕流堆積物をはじめ とする各種の火砕流堆積物によ って覆われたしらす台地から

なっている。これらの堆積面は，河川によって樹枝状に浸食され3 しらす台地と沖積面との比高

はおおむね 40-280m程度である。 鹿児島湾 (錦江湾〕に面した平坦部には，比高 10m以下の

段丘がしらす台地をとりまいている。

露木ら (4)による本台地の層序は表 2-9-30に，地質図は図 2-9-130に，地質断面図は図 2-9-131

に示した。なお，中福良軽石流堆積物は荒牧らの入戸火砕流堆積物に対比 されるが， その他の対

比は今後の検討課題である。

しらす台地の基盤岩は旧期安山岩類や国分層群からなり，この上位に， 東南部を除き，地久里

火砕流〈洛結部)と中福良iI蚤石流が のっている。東南部では，中福良軽石流の下位に妻屋火砕流

堆租物と大間降下il竪石があり ，その下位に地久里軽石流 ・表木山軽石流および新川軽石流が分布

してい る。ま た，中福良il豆石流は肥I姪線以東では下部が溶結している。地下水は国分層群や旧期

安山岩の凹部を埋めている火砕流の強溶結部(主として地久里火砕流〕および非溶結部 に!圧胎して

し、 る。

しらす台地の崖下から海岸線にかけては，低位の段丘と沖積低地が分布する。

(2) 地下水

しらす台地の地下水は中福良軽石流，地久里火砕流などの裕結部にある裂か水を主とする もの

である。これら火砕流の非浴結音[1も取水の対象となることもあ るが，いずれも 下位層の谷部を埋

めた部分〈凹部〉に限られる。下位に分布する旧期安山岩類 も地下水をj圧胎している。

í~;午新世から更新陛にかけて堆積したものとされている国分層群は台地の南半部に伏在すること

が確認されている。 本層は凝灰質砂岩や泥岩などからなり ，一般に難透水層である。
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中福良軽石流(非溶結部〉の比湧出量

は 10-60m3/d/m で，透7.l<係数は10-4

_10-6 m/s，貯留係数は 10-1_10-4
で

ある。地久里火砕流(裕結部〉の比湧

出量 は 18m
3
/d/m と1，540m

3
/d/m の

ものがあり，透水係数も 10-6m/sと

10-3 m/sとばらつきが大きい。旧期安

山岩類のみから取水するものが 1井あ

り，比湧出量 29m
3
/d/m，透水係数

3 X 10-4 m/s，貯留係数 10-3
を示して

いる。旧期安山岩類 とその上位によ倒立

している各種火砕流堆積物の両者にス

トレーナ ーを切ってある井戸の比i初出

量は 24-95m3/d/mで， 1井のみ 490

m3/d/m を示す ものが知られている。

透水係数は 10-3_10-6m/sを示すが，

10-5 m/sのものが多い。貯留係数は

10-2_10-6程度である。なお，石原に

おいて掘削した試掘井の地質柱状図を

図 2-9-132に示した。
ふ もり

沖積平野を流下する天降川筋では，

河口より 2.7km上流地点において，

洪積層の下限標高が -81mで下位は

固結しらすとなっている (6)。右岸しら

(図 2-9-130の B-1地点3 九州政政局計画部(1)による〉 す台地下の石原では，標高 一77mま

で洪積層で，以深は国分層群である。洪積層の下限標高は，別府川筋で河口から 5km地点で楳

高 -29m，6km地点で-25m，思川河口から 1km地点で-98mとそれぞれ確認されている。

すなわち，海岸線沿いの洪積層の層厚は最大 90-108mである。

天降川筋では，比湧出量が 600-4，800 m3/d/m とかなり大きく ，透水係数は 10-
4
m/s，貯留

係数は 10-2程度となっている。

台地の北東に位置する霧島火山の南北麓は，湧水も多く地下水の賦存が期待されるが，い まま

でのところほとんど開発されていない。

地下水位の長期観測〈図 2-9-133)は，九州農政局南九州地域総合開発調査事務所によって，牧

園町内と国分市内で行われているω。

4号井は肥薩線認島西口駅東方約 1krτ1の天降川支川の河床付近にあり ，中福良盤石流の溶結

凝灰岩と下位にある旧期安山岩中にス トレーナーが切られている。平年では， 4 - 6月に最低水

位を示し， 9 -10月頃に最高水位を示す。観測期間中における最高水位は 1976年であり ，同年
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における最低水位は 3月で，変動差は 2mである。降

水量は 6 月に最も多く，最高水位は 3 ~4 ヵ月ほど遅れ

ている。なお， 1973~1975 年および 1978 年の降水量は

v 
) 

のため，最高水位部の地下水位曲線は緩く，かつ，その

標高は低くなっている。観測井の比湧出量は 48m3/d/m 

と一般的で，透水係数は 5.4X10-4m/s，貯留係数は 3.6

X 10-3
を示している。

いずれも平年値 (2，246illm)に比べてかなり少なく，

(
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降水量のピー クとのずれは 1か ら8月にかけてみられ，

~1.5 月稼度である。地下.水位の年変動量も約 3m と大

きい。地下水位が 10m 程度で 4号井の 24mに比 べて

かなり浅く ，降雨の影響が現われやすいものと思われる。

台地全域の地下水利用は，鹿児島県(1980)(6)に よる
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と，桟井戸 41本，深井戸 147*が知られている。 これ

らの井戸による日揚水量は 45，000m3
で，

る 38，000m3
が深井戸によって取水している。用途別に

みると，水道用が 19本で約 30%に 当iる 13，500m
3
，農

業用は 42本で 23%に当る 10，400m3，工業用は 35本で

20%に当る 90，400m3
，水産業用は約 12%で 5，300m3， 

その他用は 85本で 6，7000m3をそれぞれ取水している。

その 85%に当

(猿山光男〉

(1) 九州農政局計画部 (1972):H召和 46年度溝辺地区地下

水調査報告書

(2) 九州農政局計画部資源課 (1971) 農業用地下水調査

大規模地下水賦存調査潜辺地区(鹿児島県姶良郡〉調査

資料編

(3) 荒牧重雄 (1969):鹿児島県国分地域の地質と火砕流

土佐積物，地質学雑誌， Vol. 75， NO.8 

(4) 露木利貞 ・早坂祥三 ・前野品徳 ・大木公彦 ・籾倉克斡

(1970) :鹿児島県十三塚原地域の地質一一いわゆるシラ

ス台地の地質構造のー型式一一，鹿児島大学理学部紀要，

NO.3 

(5) 九州、|農政局計画部 (1980):宮崎 ・鹿児島地区水辺地

質図説明書

(6) 鹿児島県 (1980):地下水利用等基礎調査報告書

献文考参
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29-3.南薩台地

(1) 地形 ・地質

南薩台地は池田湖や開聞岳の西方に広がる火砕流台地で，台士山西端iの枕崎まで東西方向に 20

kmにわたって広がる畑地帯であり ，その蘭積は約 6，000haに逮する。

台地は高さ 180~200 111の知覚町一帯の平坦函から南へ緩く傾斜しており，南部の海岸沿いで

比高 1O~30 m の崖をつく って海中に没し，主 として溶結凝灰岩から形成される。中央部から北

部一帯には点々としらすが分布する。台地を切って，いくつかの小河川が南へ流下しているが，

この河川の水源は多くのと ころで、地下水が湧出したものである。台地上には開聞岳をはじめ とし

て多くの火山からの火山灰 (ロームも含む〉が厚く堆積している。

火砕流は阿多カノレデラの火砕流堆積物(溶結凝灰岩類〉と姶良カノレデラ の火砕流堆租物〈しらす〉

に大別され，この両者の間は不整合で，溶結凝灰岩の直上に古期ロ ームが挟 まれている。

水文地質的な基盤は四万十累層群の砂岩，粘板岩と第三紀の安山岩類である。これらの基盤は

台地の周辺に山地を形成してい る。

阿多火砕流土佐積物は南薩台地の主要な帯水層である。松本唯一 (1943)の阿多泥溶岩に相当す

る。下位より軽石凝灰岩(弱浴結)，凝灰岩，弱浴結凝灰岩の順に重なっている。怪石凝灰岩は知

覧町矢越の海岸に露出し，台地東側へ向かつて高度が高くなる。よく団結 し， 層厚は 60m以上

に達する。これを覆って，凝灰岩が頴娃町石垣付近を様式地として分布しており， )冒厚が 4111

前後で鍵層を形成している。この下位の 2層を覆っ て台地の大部分を形成するのが両輝石安山岩

賀の溶結凝灰岩である。岩相は灰~暗灰色を呈し，節理のよく発達した強浴結相を示し，国結度

は高く，基底部は一般に厚さ 4~ 5111 の角喋相を示している。本屈は一般に層厚が 40 -60 111で，

最大層厚 63111に達する。 この浴結凝灰岩を整合的に逝って，淡褐色の粘土質ロ ームj冒 (古期ロ

ーム)が分布し，台地上はしらすによって覆われる。

姶良火砕流土佐積物(しらす〉は北部の知覧町を主体に分布しており ， しらす土佐積前の旧地形面の

凹凸面を;埋積してしらす台地を形成している。しらすは，I噴出源から速く離れているため，あま

り厚いものは分布せず，一般に 10-20111程度の とこ ろが多い。

(2) 地下水

阿多浴結凝灰岩は南陵台士山の大部分を占め，一般に溶結度が高く，割れ目 に富んでいる。 下位

にil塁石凝灰岩・が分布し， この割れ目の少ない軽石凝灰岩の上国相t造に支配されて地下水は賦存 し

てい る。この軽石凝灰岩は，台地中央の加治佐川河 口付近で最も低い位置にあり ，台地の北方に

向かつて上国高度がしだいに高くなってい る。この溶結凝灰岩の基底面は水文地質図(図 2-9-

134)に示したとおりで，南へ向かつて傾斜していることがわかる。電気探査の結果では，阿多溶

結凝灰措が 200~800Q-m，下位の軽石凝灰岩が 100-500Q-ll1.を示し， 比較的明瞭にその区分

が可能である。 この上面梢造に支配される地下水は南側の海に向かつて流下しており，海岸や海

岸近くの谷墜に湧水とな って現われている。頴娃町大川 より西方では，海岸沿いの小 さな入江の

奥まったところに湧水が並んでいるが，大)11より東方になると湧水点の高度はしだいに増加 して

くる。これは溶結凝灰岩の下位のil珪石凝灰岩の上面高度が東へいくほど高く なることに関係して

いるものとみられる。 これらの湧水はほ とんど浴結凝灰岩の割れ目から裂か水の性質をもって湧
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図 2-9-134 南薩台地水文地質図 (九州議政局計画部(1)による〉

出する ものとみられ，湧水;昌;は枕崎市白沢津をはじめ海岸沿いのもは平均 5，000m3/d以上に達

する。また，上流谷壁沿いのものもいくつか存在し， とくに，知覧町中渡瀬のものは 10，000m3/d 

にも迷する。しかし， このような溶結凝灰岩中の地下水は，数カ所の井戸試掘の結果では，湧水

地点のような大きな揚水量は得られず，透水係数 1.5X 10-6 m/s程度の小 さな値しか得られてい

ない。また，地下水位 も 20~60m と一般に低く ， 地表面の勾配より緩傾斜になり，台地の高標

高地点ほど地下水位は低いという傾向がみられる。これらのことは， この地層中の地下水が裂か

水的な性質をもっていることを示している(図 2-9-134)。

軽石凝灰岩は上位の阿多浴結凝灰岩に対して不透水性基盤をつくっている ことが多いが，知覧

町松山や枕崎市白沢津などの深井戸にみられるように， 上位の溶結凝灰岩中に地下水位がなく ，

この下位の軽石凝灰岩中に存在する揚合がある。 これまでの試掘井では，枕崎市俵積田で自然水

位 64111，透水係数 7.7X10-
5m/s，知覧町松山で 自然水位 57m，透水係数 8.0X 10-

6 111/Sを示しp

いずれも自然水位が溶結凝灰岩の下位にあり，非常に低いのが特徴である。

しらす中の地下水はこの下位に分布する溶結凝灰岩や基盤岩類の上面構造に支配されて賦存し

ている。また， しらすとその下位の地層との聞に粘土化の進んだ古期ロ ーム層を挟むことがあっ

て，それがしらす層中の地下水に対して不透水性基盤の役割を果た している揚合もある。しらす

台地上の地下水位は低いが，地層の保水力が大きいため， しらすの浸食谷沿いに湧水が点々と認

められ， これを水源とする水田が分布している。

(3) 泉熱利用
いぶすき

南薩台地の東端付近には，池田湖，開聞岳 (標高 922111)，長11崎鼻(半島〉および指宿温泉など

があり ，観光地として有名である。指宿温泉周辺では，地下浅部に温泉水が広く分布しており，

一般家庭の利用も数多い。温泉水の露出は，このほか，火山岩尖である竹山のふもとやその北方
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図 2-9-135 白沢津井における地下水位変化図

(九州政政局計画部(1)による〉

地帯から浜児ヶ7.k集落にかけての山川一帯および開問温泉のある小塚浜付近にもみられる。

山川一帯では，古 くから水蒸気が噴出しており，さつまいもの発芽促進キや麻をゆでるのに利

用されていた。 1973年頃からはボーリングにより，蒸気ないし地熱水を積極的に活用するように

なっている。これらの熱源(泉熱〕は深度 150m から 500111のポー リングによって得られ，そ

の地中温度は 180
0
Cにも及ぶ。 ただし，ボーリン グによって自噴するのは東西約 800m，南北

約 600m位の範囲であり，その外周では揚水しなければならない。

この一帯で農業用に利用されている ボー リングは約 40*に達する。ボ ー リングによって得ら

れた蒸気や熱水は地下水や温排水によって 80-850Cに冷却し，ハウス内にはりめぐらしたパイ

プ内を循環させている。栽培植物は花弁，観葉楠物およびナス類などである。 一方， うなぎなど

の養殖やブロ イラ ーの育成にも利用されており ，育成率が高く ，成長も早い。

蒸気を利用しているボー リング孔は週 1回程度の掃除を余儀なくされる。それでもスケーノレに

よって詰まってしまうものが多く ，普通，使用期間は 2年程度であるが，中には 6年以上経過

してL、るもの もある。

なお，この地帯における発電を目的とした地熱調査が 1978年から石油資源開発株式会社によ

って行われており，現在までに深度 1，500-2，500 m の調査井が 10本掘削されている。過半数の

ボ、ー リング孔では，発電可能な蒸気量が得られており ，実用化の見通しもたっているようである。

(古川博恭・猿山光男〕

* さつまいもの苗を苗床で育てる時に泉熱を利用して発芽を促進させる。
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29-4.肝 属半島
きもつき

肝属半島の主部は第三紀の日南層群中に貫入した花商岩類からなり ，標高 800-970m の山地

が大隅半島の先端部を東北東から西南西にのびている。これら山地の凹部を阿多火砕流堆積物が

埋めるとともに，西側には標高 180-240m の しらす台地を形成している。

士山下水は谷音1Iに当る花街岩類の )ffi~化部，埋没河床砂l深層および、その上位の阿多火砕流の溶結1;íl

から取水されている。佐多町や根占町における埋没河床砂礁周の深度は 35m から 70m以上あ

る。上ヒ湧出量は 5-30m
3
/d/m程度で必ずしも多くないが， 80 m

3
/d/m 程度のものもある。透水

係数は 10-4_10-6 m/s，貯留係数は 10-2_10-5 である。地下水利用量は大根占町，根占町，田

代町および佐多町にある合計 28本の井戸により ， 日量 3，7001113を取水している (1)。 このうち，

農業用は 11本で日量 1，800m3を占めている。

しかし，阿多火砕流堆積物の屑厚が厚く ，分布範囲の広い火砕流台地では，ほとんど深層の地

下水開発は行われていない。下位に分布する旧期火山岩類を含めて，調査を実施する余地はあり

そうである。

同様な水文地質条件は宮崎県下の鰐塚山地でもみられる。宮崎県串間市を流下する福島川沿い

では，し らす台地面下 41-50ll1にかけて粘土交り砂礁周や砂磯層があり， 比湧出量 266mりd/m

が得られている。また，近傍の日南市を流下する広渡川沿いでも ，降下軽石層と旧期河床砂1深層

から取水しており， 比湧出量 40m3/d/m，透水係数 6X 10-5 m/s，貯留係数 10-2 となっている。

これらの山地の基盤岩は日南層群の頁岩類である。

(猿山光男)

参考文献

(1) 鹿児島県 (1980)・地下水利用等基礎調査報告書一一 鹿児島県における地下水問題の状況一一

30. 桜 島山麓

(1) 地形・地質

鹿児島湾(錦江湾〉の湾奥にそびえる桜島は北岳 (1，117m)，中岳 (1，060m)および南岳 (1，040m)

の円錐岳群からなり ，北岳と南岳に火 口を有している。近年，活発な噴煙をあげ，周辺に降灰被

害をも たらしている。

桜島は姶良カノレデラの縁にl噴出した中央火口丘であり，有史以前に山体はほぼ形成されていた。

溶岩流は北岳や南岳の山腹や寄生火山から噴出し， 標高 500m以下に流動団結し，緩斜面からな

る山麓を形成 してい る。

桜島にみられる最下位の地層は袴腰付近にある標高 70m 程度の小規模な台地を形成する姶良


